
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

「私の財産の分け前をください」と求めたときに、父親は『身代をふた
りに分けてやった。』（12 節）と聖書は記していた。
・それでも兄息子が怒るのは無理もない。

　１）遠くから見つけた父親
・我に返り「天と父親」とに悔い改めた弟息子を待ち受けていたのは、
遠くまで捜し続けていた父親だった。
・遠い道のりの先に、変わり果てた弟息子を発見した父親は、自ら走
り寄り、抱きつき、口づけを交わした。
・家に連れ帰ると「よい着物を着せ、指輪をはめ、靴を履かせ、肥え
た小牛をほふって」くれた。汚れたまま、家に迎えました。（綺麗にし
てからではない）
・父親にとって息子は息子。しかも「死んだと思っていた息子が生き
て帰ってきた」のだから、これほど嬉しいことはない。
・父親は『この息子は、死んでいたのが生き返り、いなくなっていた
のが見つかったのだから。』（24 節）といって祝宴を始めた。
２）共に祝う喜び
・兄息子が怒っていることを知った父親は『子よ。おまえはいつも私
といっしょにいる。私のものは、全部おまえのものだ。』（31 節）と、
家から出てきて兄息子をなだめた。
→兄息子にはその自覚は感じられず悲劇のヒロインのようである
・父親は兄息子の怒りが分かっていた。兄息子がいつも我慢していた
ことを父親は知っていた。
・我慢していた息子が自分の気持ちを素直にぶつけてくれたことは、
父親としては喜ばしい。
・友だちが来たときに、ご馳走してほしければ（我慢しないで）「お父
さん友だちが来たので子山羊を一匹ほふってください」と頼めばよかっ
た（言えばよかった）のである。
→本当の気持ちを言えなかった。
・兄息子は我慢することが親孝行であり、親の言いなりになることが
よい子どもだと思っていたと思われる。（嫌われたくない！！）
→本当の気持ちを伝えることも大切なことである。
・兄息子は、父親と共にいながら父親の気持ちが分からなかった。
・放蕩した弟息子は、我に返ると「父の家」を思い出した。一方、兄
息子は父親と一緒にいながら父親を思い出せなかった。
・神が私たちの存在を喜び祝いたくても、そこには素直に喜べない私
たちが居ることを改めて知らされる。

「喜びを共に」

河島 晃太

来週の奉仕者
（１１月２７日）

今週は…創世記4７章1節～創世記49章7節

　～リビングライフより～

「弱さを認める」「弱さを認める」

チャーチミーティング

（ ２０２２年 １１月１３日 ） 

（要約者：泉水 浩）

福澤先生
特別祈祷会

福澤先生
賛美練習

昨日のリビングライフで「未来の世代に影響を与える 私たちの咎 ( 創世記 
49:1～7)」が語られました。この箇所はヤコブの子どもたちへの祝福の祈り
がされています。しかし単なる祝福だけではありませんでした。罪や咎を言
及して呪いも宣言されています。それは、彼らの過去を悔い改め、未来と次
の世代を備えるためであったと言えます。人は誰も過去を清算しないで未来
へ進むことはできません。過去に囚われることも罪です。だから神さまは私
たちに、福音を通して未来に生きる希望を与えてくださっています。
今回は長男ルベンと、シメオン、レビについて語られました。ルベンは弟思
いの長男でしたが、情欲に負けて父の側女ビルハと寝たことによって、長子
の権利を剥奪されてしまいました。
「どのようにして若い人は自分の道をきよく保てるでしょうか。あなたのこ
とばに従ってそれを守ることです。私は心を尽くしてあなたを尋ね求めてい
ます。どうか私が、あなたの仰せから迷い出ないようにしてください。あな
たに罪を犯さないため、私は、あなたのことばを心にたくわえました」( 詩
119:9-11)
私たちは、誘惑に負ける弱さがあります。だから主からいただく御言葉の剣
をもって勝利していきましょう。
シメオン、レビは祝福の祈りは無く、呪いだけが宣言されています。彼らは
妹が辱めを受けたことに対して激しく怒り、シェケムの人々へ暴虐を働きま
した。神さまから見て報復は罪です。人に与えられた権利は人を赦し、愛す
ることです。「それは、私たちにキリストの苦難があふれているように、慰
めもまたキリストによってあふれているからです」(Ⅱコリ 1:5) 
私たちは、傷つけられて心が怒りでいっぱいになった時があります。そんな
時は十字架上で命を捨てるほど私たちを愛されたイエスさまを覚えましょ
う。神さまは、私たちに祝福を与えたいと思っておられます。だから、御心
を妨げる欲に打ち勝ち、怒りを捨て、忍耐と柔和さによって、まことの祝福
を受け取る者となっていきましょう。

牧 一穂 牧師
牧 唯恵 伝道師
岩崎 祥誉
淺野 恵子
a岡本 享子
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　今日の聖書箇所である「放蕩息子」の記事は、次のように３つの用
法に分けることができます。
■第一用法「断罪用法」
文字のごとく「罪を断つ」用法。つまり聖書によって私たちは罪を知
るようになります。
『なぜなら、人はだれも、律法を行うことによっては神の前に義と認め
られないからです。律法を通して生じるのは罪の意識です。』（ロマ３ :
20）
■第二用法「養育用法」
罪を知った存在をイエスに導く用法。
私達は律法を守ることができません。しかしイエスを信じる信仰によっ
て義とされるのです。
『こうして、律法は私たちをキリストに導く養育係（家庭教師という表
現もできる）となりました。それは、私たちが信仰によって義と認め
られるためです。』（ガラ3:24）
■第三用法「規範律法」
イエスと出会い救われたキリスト者の規範。
罪を知り、赦された私達は、神を愛したいと思うようになります。私
達はどのように、神を愛したら良いのでしょうか？
『神の命令を守ること、それが、神を愛することです。神の命令は重荷
とはなりません。』（Ⅰヨハ5:3）

　１）我に返った弟息子
・自由を求めた弟息子は、父親から財産の分け前を受け取ると、遠く
異教の地へと旅立った。
→知らない土地で自分を試して見たかったかもしれない…
→知らない土地でもある程度やっていけると誤解する…
・そして、放蕩し、湯水のように財産を使い果たしてしまった。
→冷静に見れば馬鹿なことだが一度はやってみたい野心…
・そこに大飢饉が追い打ちをかけ、食べるにも困り果てるようになった。
・やっとの事で迎え入れてくれた人がいたかと思えば、ユダヤ人が忌み
嫌う豚の世話を命じられる始末。
・弟息子は豚の食べるイナゴ豆で空腹を満たしたいほどに追い込まれ
た。
→究極の屈辱
・その時、弟息子は我に返った。
→どうしてここまでの屈辱を受けてまでこの土地にいないとダメなの
か
→父の土地に戻れば食べ物に困らないではないか
・弟息子は『お父さん。私は天に対して罪を犯し、またあなたの前に罪
を犯しました。』
（18 節）と悔い改めた。
・我に返るとは、自分が何者かを知ることであり、自分が何処にいるか
を認めること
（居場所・現実を理解する）である。
→アダムとイヴは現実を認めることが出来なかった。その結果、「この
女が…この蛇が更には神様にまで不満をぶつける」
自分の罪を認めず、責任転嫁し、人や神に不満をぶつけることは罪の
象徴です。
２）怒った兄息子
・畑仕事を終えて家に帰った兄息子を待っていたのは、放蕩した弟息子
の祝宴だった。
・祝宴のことをしもべから聞かされた兄息子は、怒って家に入ろうとも
しなかった。
・兄息子が怒った理由は『長年の間、私はお父さんに仕え、戒めを破っ
たことは一度もありません。その私には、友だちと楽しめと言って、
子山羊一匹下さったことがありません。
それなのに、遊女におぼれてあなたの身代を食いつぶして帰って来た
このあなたの息子のためには、肥えた子牛をほふらせなさったのです
か。』（29～ 30 節）と言う不平不満であった。
→兄息子は父に対して自分の気持ちをぶつけた
・よく考えると、父親の財産は既に二人の息子に分けられた。弟息子が
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喜びを共に（神様の目線）

律法の三用法

16:30~ASE

16:30~ASE

16:30~ASE

16:30~ASE

まとめ

17 日   三村洋子
             秋山周平
             

11 日   牧征實  
15 日   藤井サト
16 日   日名良太
              
             

25 日    牧尚美
              酒井美津子
26 日    高橋征之介
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20 日   富岡美千男
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李宰昇
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平澤愛美 平澤義実 金森清子

岡本克子

  牧 尚美 酒井美津子

草井琴乃 

高橋征之介

西嵜結愛

大岡香奈 岡本恵美子 
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神様は私達と喜びを共有したいと思っておられます。ただ神様だ
けが喜ぶのではなく、その喜びを私たち一人ひとりと共有したい
のです。そしてイエスキリストに命がけで救われた私達は、そん
なイエス様の愛に応えたいと思うようになります。律法が守れな
い私達が、イエス様の愛に応える為に、もう一度、守れない律法
を守ろうとするところに戻ってきます。　　つまり、守るか・守
れないかが大切なのではなく「守ろうとする心」が大切なのです。
『神の命令を守ること、それが、神を愛することです。神の命令は
重荷とはなりません。』（Ⅰヨハネ5:3）
『わたしのくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いからです。』（マ
タイ11:30）
私達はイエス様を負うのではなく、イエス様が私達を負って下さっ
ている（フットプリント）のです。
　今日「我に返りましょう」自分が何者かを知り、どこにいるのか？
現実を素直に認めましょう。神様は放蕩息子の父親のように、主
のもとに帰ってきた私達を汚れたまま受け入れて下さり、また兄
息子に語ったように「いつも共にいる。わたしのものは、あなた
のものだ。」と語りかけて下さります。主の喜びを、共に喜ぶ者で
ありますように。

：

自分は、いつも自分目線で、自分が得をすることが1番という考え方を
持っていました、そして今もその考えを捨てきれないままでいる自分が
います。表向きでは、神様ありがとうと口で言うくせに、実際は自分が
どれだけ得できるか、いつもいつもその中心にあるのは「自分」です。
ひとりの自分は綺麗で居続けたい反面、いつももう1人の自分を隠して
生きています。自分がまだ小さい時、周りのたくさんの人から受けたも
のを、次は自分が流す存在なのに、自分はいつも自分が1番に受けたい
という気持ちでしか生きられていません。全てを失って気づいた時には
もう遅い、今まさにそんな状況にあって、でもこの放蕩息子の話にある
ように、どれだけ死んでいる、腐っている自分でも、息子として、子供
として再び迎え入れてくれる存在がいること、愛を持って叱ってくれる
人、助けて祈ってくれる人がいること、自分はそんな全ての人の思いを
踏みにじっている存在になっていることに気づきました。できないこと
を強がってできると言い張ってしまう弱さ、自分ではどうにもならない
と心の根底では分かっているのに、最後まで抗おうとする自分の弱さ、
問題が出てくると 1 人で解決しようとする弱さ、このもう 1 人の自分
と決別します。そこにはたくさんの戦いがあると思いますが、いつもそ
こに神様がいてくれることを信じて、どんなに辛くても苦しくても向き
合っていく気持ちで歩んでいきたいと思います。今与えられている教会
の家族、コミュニティは、神様が与えてくれてる最高のギフトです。小
さなことに感謝して、その1日1日を生きていきます。
それは、次のように書いてあるとおりです。

『義人はいない。ひとりもいない。悟りのある人はいない。神を求める
人はいない。すべての人が迷い出て、みな、ともに無益な者となった。
善を行なう人はいない。ひとりもいない。』
ローマ人への手紙3章10-12節
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西嵜 伝道師
行司 伝道師
池田 優香
a泉水 京子
西嵜 真由美
泉水 浩
曽我 菜々子
山本 麻美
岡本 享子
神達 良子
岡本 享子
全本 みどり
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食 事
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教会チーム
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誕生者のお祝い
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